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離すことが重要である. そこで今回, 早期口唇癌に対する放射線治療として, 歯科と共同で作成し
た歯科スペーサーを用いた高線量率組織内照射による単独治療を行い, その有効性と毒性について
検討した. 
  申請者は, 2015 年 8 月〜2019 年８月までの間に 6 例の早期口唇癌の患者を治療した. 高線量率組
織内照射を行うため, まず局所麻酔下に病変の内部及び周囲にアプリケータを刺入・留置し, その
後 CT を撮像し治療計画を立案・照射(49Gy/ 7 回または 54Gy/9 回)を行なった. 治療の際に用い
た歯科スペーサーは, 放射線腫瘍医立会いのもと歯科医・歯科技工士とともに個々の腫瘍のサイズ
や位置を考慮し, 個々人に合ったスペーサーの形状やサイズを考案した. またスペーサーに鉛シー
ルドを着脱出来るように細工した. 結果として, 経過観察期間（2- 52 ヶ月 中央値 13 ヶ月）にお
いて全例で局所 CR を獲得した. 1 例のみ治療 13 ヶ月後に同側頸部リンパ節に後発再発をきたした
が, 頸部郭清術にて救済された. 早期障害として照射部位と一致した口唇の粘膜炎（grade 2）が経
験されたが口唇のみであり口腔内の粘膜炎は見られず, 口唇粘膜炎は治療後 1- 2 ヶ月後に速やかに
改善した. その後晩期障害として照射部位の軽度の口唇乾燥と色素脱失（grade 1）を経験したもの








 令和 2 年 12 月 24 日 
  審査委員 教授   平  野   滋   印 
 
  審査委員 教授   加 藤 則 人   印 
 
  審査委員 教授   伊 藤 義 人   印 
 
